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旧
年
中
は
、
格
別
の
御
厚
情
を
賜
り
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

写
真
は
、
昨
年
10
月
の「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し

ま
な
み
２
０
１
６
」の
時
の
も
の
で
す
。
出
発

早
々
、
ト
ン
ネ
ル
内
で
前
の
自
転
車
に
追
突
し

て
し
ま
い
転
倒
。
痛
み
を
我
慢
し
て
走
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
途
中
、
何
度
も
や
め
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
同
僚
議
員
に
励
ま
さ
れ
て
、

１
１
０
キ
ロ
を
完
走
し
ま
し
た
。
た
だ
、ゴ
ー
ル

し
た
の
は
、時
間
切
れ
寸
前
の
午
後
５
時
20
分

頃
。
最
後
の
坂
は
、
自
転
車
を
降
り
て
、
押
し

て
の
ゴ
ー
ル
で
し
た
。
色
々
あ
っ
た
平
成
28
年
で

す
が
、そ
れ
ら
を
糧
に
こ
れ
か
ら
の
議
員
活
動

を
行
って
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
って
よ
き
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
、お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
き
年
の
始
め
の
初
春
の

　
　
今
日
降
る
雪
の
い
や
重し

け
吉よ

事ご
と

大
伴
家
持

新年明けましておめでとうございます

この完走証は、大切な宝物です。
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愛
媛
県
議
会
定
例
会
（
平
成
28
年
12
月
）
の
概
要

　

第
３
５
０
回
定
例
県
議
会（
平
成
28
年
12

月
）が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の

17
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

12
月
議
会
に
先
立
つ
11
月
８
日
に
臨
時
議
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

臨
時
議
会
は
、
国
の
第
２
次
補
正
予
算
が

成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
県
も
１
８
８
億
円

の
補
正
予
算
を
組
み
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を

審
議
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
12
月
議
会

の
補
正
予
算
は
、
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基

づ
く
給
与
改
定
費
だ
け
と
な
って
い
ま
す
。

1 

可
決
議
案
ほ
か

　

12
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案
は
26
件
。

内
訳
は
補
正
予
算
４
、
条
例
改
正
４
、そ
の
他

10
、
収
用
委
員
会
委
員
の
人
事
案
件
3
、
意

見
書
５
で
す
。
そ
の
他
に
は
、
継
続
審
査
と
し

て
い
た
27
年
度
決
算
の
認
定
を
含
み
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠

償
額
を
定
め
た
専
決
処
分
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

（表 2）　一般会計　歳入予算
区分 補正予算額

地方交付税 10 億 2,551 万円
分担金及び負担金 7 億 2,803 万円 
国庫支出金 97 億 　103 万円 
諸収入等 5,495 万円
県債 68 億 8,900 万円

合計 183 億 9,852 万円

（表 1）　11 月補正予算（経済対策）
　一般会計 183億9,852 万円

防災・減災対策 140億　899 万円
・道路、河川、海岸、港湾、治山などの防災・減災対策を前倒し実施
・大洲・八幡浜自動車道や岩城橋の整備促進
・土砂災害警戒区域等の指定に係る基礎調査
・原発周辺地域の放射線防護対策や避難経路の通行円滑化調査など　34事項
農林水産業の振興 42億6,409 万円
・中山間地域の農業者等の所得向上支援
・農業基盤の整備、間伐の促進、魚礁・増殖場の造成など　15事項
地域活性化の推進 1億2,544 万円
・えひめ版農業ワーキングホリデーの実施
・伊予の媛

ひめ

貴
たか

海
み

の種苗生産施設整備
・JR伊予西条駅のバリアフリー化支援など　5事項

　特別会計（1会計） 3,800 万円
　企業会計（1会計） 4億3,580 万円
　合計 188億7,232 万円

2 

補
正
予
算

（
１
）11
月
臨
時
補
正

　

�　

国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
受
け
、
県
で

も
経
済
対
策
に
１
８
８
億
７
，２
３
２
万
円

の
補
正
予
算
を
組
み
ま
し
た
。
補
正
の
内

容
は
表
１
、一般
会
計
の
財
源
は
表
２
の
と
お

り
で
す
。
防
災
・
減
災
対
策
や
農
業
基
盤

の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
中
心
の
予
算
と

な
って
い
ま
す
。

　

�　

特
別
会
計
は
、国
営
土
地
改
良
事
業（
南

予
用
水
地
区
）の
長
寿
命
化
対
策
に
対
す

る
負
担
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
企
業
会

計
は
、工
業
用
水
道
で
、松
山
・
松
前
地
区

の
浄
水
場
施
設
や
水
管
橋
、
西
条
地
区
の

沈
殿
池
の
耐
震
化
を
図
る
予
算
で
す
。

（
２
）12
月
補
正
予
算

　

�　

12
月
補
正
予
算
は
、
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
費
分
と
し
て
、

一
般
会
計
、
企
業
会
計
合
わ
せ
て
12
億
１
，

１
０
０
万
円
で
す
。
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3 
そ
の
他（
10
件
）

①
平
成
29
年
度
の
宝
く
じ
発
売
限
度
額

（
１
３
５
億
９
，５
０
０
万
円
）を
定
め
る
。

②
指
定
管
理
者
の
指
定

　

�　

中
予
地
方
局
管
内
の
県
営
住
宅
の
指

定
管
理
者
と
し
て「
愛
媛
県
営
住
宅
管
理

者
グ
ル
ー
プ（
広
島
市
）」
を
指
定
。
期
間

は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
５
年
間

③
県
営
事
業
の
負
担
金
の
額
の
変
更（
４
件
）

④
平
成
27
年
度
一般
会
計
と
企
業
会
計（
3

件
）の
決
算
認
定

4 

意
見
書

　

以
下
の
要
望
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

▼
国
政
選
挙
に
お
け
る
選
挙
区
定
数
等
の

　
見
直
し
に
関
す
る
意
見
書

　

今
後
、
人
口
の
み
を
基
準
に
格
差
解
消
を

図
り
続
け
て
い
け
ば
、
都
市
と
地
方
と
の
格

差
の一
層
の
拡
大
が
危
惧
さ
れ
る
た
め
、
抜
本

的
な
選
挙
制
度
改
革
を
行
う
よ
う
要
望

▼
民
泊
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
見
書

　

法
制
化
に
あ
た
り
、
公
衆
衛
生
、・
防
火
・

防
災
・
防
犯
な
ど
管
理
責
任
に
つ
い
て
の
明

た
。
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
推
し
進
め
、
男
の

首
か
ら
ネ
ク
タ
イ
を
引
き
抜
い
た
人

で
す
か
ら
、
東
京
都
か
ら
電
柱
を
無

く
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と
期
待

し
て
し
ま
い
ま
す
。

▼
な
お
、
議
員
立
法
の
無
電
柱
化
推

進
法
案
が
国
会
で
成
立
す
る
見
通
し

（
平
成
28
年
12
月
１
日
時
点
）
と
な

り
ま
し
た
が
、
地
下
埋
設
に
は
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
す
。
安
全
・
快
適
、

防
災
と
いっ
た
こ
と
も
言
わ
れ
ま
す

が
、や
は
り
主
は
美
観
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
美
観
と
コ
ス
ト
ど
ち
ら

を
と
る
べ
き
か
・
・
。

▼
平
成
28
年
11
月

25
日
の
愛
媛
新
聞

に
「
伊
予
鉄
が
進

め
て
い
る
電
車
、バ

ス
外
装
の
オ
レ
ン
ジ
色
へ
の
統
一に
つ
い

て
、
松
山
市
景
観
審
議
会
の
有
志
が

『
色
が
鮮
や
か
す
ぎ
、
景
観
へ
配
慮

し
見
直
し
を
』
と
提
案
し
た
」
と
の

記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
色
々
な
意

見
を
見
ま
し
た
。
総
じ
て「
確
か
に

そ
う
思
う
」
と
いっ
た
意
見
が
多
か
っ

た
で
す
。
私
は
、
鈍
感
な
の
か
バ
ス
は

前
よ
り
良
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
た

ん
で
す
が
…
。

▼
景
観
と
い
え
ば
、
電
柱
が
気
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
松
山
市
内
、
特
に
二

番
町
辺
り
は
、
上
を
見
る
と
電
線
が

蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
を
動
い
て
い
る
電
車
・
バ
ス
と

同
じ
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
と
思

う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

▼
今
、
時
の
人
と
な
っ
た
小
池
百
合

子
都
知
事
は
国
会
議
員
の
時
、
無

電
柱
化
小
委
員
会
の
委
員
長
を
務

め
、Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
か
ら
「
無
電
柱
革

命
」
を
共
同
出
版
す
る
ほ
ど
で
し

編
後
集
記

松山市二番町辺りの電柱、電線の様子

確
な
ル
ー
ル
を
設
け
る
こ
と
を
要
望

▼
森
林
認
証
制
度
の
普
及
促
進
を
求
め
る

　
意
見
書

　

国
産
認
証
材
の
活
用
が
進
ま
ず
、
森
林
認

証
取
得
者
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
。
国
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
体
制
整
備
、Ｐ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
む
よ
う
要
望

▼
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支
援
の

　
充
実
に
関
す
る
意
見
書

　

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
化
や
、
ド
ナ
ー
が
骨
髄

提
供
の
た
め
休
業
す
る
場
合
の
補
償
制
度
創

設
等
の
検
討
を
要
望

▼
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
の
確
実
な
財
政
支

　
援
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
30
年
度
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
を

都
道
府
県
が
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。
前
提
と

し
て
、
国
が
29
年
度
以
降
の
財
政
支
援
を
３
，

４
０
０
億
円
充
実
す
る
こ
と
と
な
って
い
る
が
、

昨
今
、
29
年
度
拡
充
分
を
減
額
す
る
方
向
で

調
整
に
入
っ
た
と
の
報
道
が
あ
る
。
国
保
制
度

改
革
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
財
政

支
援
拡
充
の
確
実
な
実
施
を
要
望
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晴走雨読私の本棚から気になった本の紹介

せ そ ど
い うう く

　

昭
和
29
年
か
ら
３
年
間
、「
高
橋
ユ
ニ
オ
ン
ズ
」
と
い
う

プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
が
パ
・
リ
ー
グ
の一員
と
し
て
存
在
し
た
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
。「
日
本
の
ビ
ー
ル
王
」
高
橋
龍
太
郎

が
、
私
財
を
投
じ
て
経
営
し
た
チ
ー
ム
で
す
。

　

日
本
の
プ
ロ
野
球
は
昭
和
25
年
に
セ・リ
ー
グ
と
パ・リ
ー

グ
に
分
立
し
ま
す
。
当
初
、セ
は
８
球
団
、パ
は
７
球
団
と

い
う
変
則
的
な
リ
ー
グ
構
成
で
し
た
。
28
年
セ
が
６
球
団

に
な
り
、
同
年
末
永
田
雅
一（
映
画
会
社
・
大
映
社
長
）が

パ
・
リ
ー
グ
総
裁
に
就
任
す
る
と
、セ
に
対
抗
す
る
た
め
パ

を
「
８
球
団
に
す
る
」
と
発
表
。
８
球
団
目
の
オ
ー
ナ
ー
と

し
て
引
っ
張
り
出
さ
れ
た
の
が
、
龍
太
郎
で
す
。

　

私
が
、「
高
橋
ユ
ニ
オ
ン
ズ
」
を
知
っ
た
の
は
、
平
成
27
年

７
月
、
内
子
町
の
文
化
交
流
ヴ
ィ
ラ
高
橋
邸
に
宿
泊
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
高
橋
邸
は
、
龍
太
郎
の
生
家
で
、

そ
の一
室
に「
高
橋
ユ
ニ
オ
ン
ズ
」の
写
真
や
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、ユ
ニ
オ
ン
ズ
の
こ
と

を
知
り
、
そ
の
年
の
10
月
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
本
を
、さ
っ

そ
く
購
入
し
た
し
だ
い
で
す
。

　
「
高
橋
ユニ
オ
ン
ズ
」の
３
年
間
の
通
算
成
績
は
、４
３
５

試
合
、１
４
７
勝
２
８
０
敗
８
分
け
、
勝
率
３
割
４
分
４

厘
。
確
か
に
最
弱
球
団
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
チ
ー

ム
で
、プ
ロ
野
球
ニュ
ー
ス
の
名
キ
ャ
ス
タ
ー
佐
々
木
信
也
が

プ
レ
ー
し
、ス
タ
ル
ヒ
ン
投
手
が
３
０
０
勝
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
現
役
コ
ー
チ
が
市
議
会
議
員
に
立

候
補
し
た
り
、
そ
の
選
挙
運
動
を
手
伝
う
常
識
は
ず
れ

の
選
手
が
い
た
り
も
し
ま
し
た
が
、「
高
橋
ユニ
オ
ン
ズ
」の

３
年
間
に
は
、
野
球
に
打
ち
込
ん
だ
若
者
達
の
青
春
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
本
に
は
、
今
ま
で
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
ユ
ニ
オ
ン
ズ
と
選
手
た
ち
、
そ
し
て
、
球
団
関
係
者

の
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
高た

か

橋は
し

龍り
ゅ
う

太た

郎ろ
う

】

　

１
８
７
５
年（
明
治
８
年
）～
１
９
６
７
年（
昭
和
42

年
）。喜
多
郡
内
子
村（
現
・
内
子
町
）生
ま
れ
。昭
和
期

の
実
業
家
、政
治
家
。ビ
ー
ル
製
造
技
術
者
か
ら
経
営
者

と
な
り
、「
日
本
の
ビ
ー
ル
王
」と
も
称
さ
れ
る
。昭
和
22
年

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
に
就
任
。
昭
和
26
年
通
産
大
臣

に
就
任
。
昭
和
22
年
～
昭
和
29
年
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

会
長
、
平
成
11
年
に
第
１
回
日
本
サ
ッ
カ
ー
殿
堂
入
り
。

　

内
子
町
に
あ
る
生
家
は
、
長
男
吉
隆
が
死
去
し
た
後
、

遺
族
に
よ
り
内
子
町
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は「
文
化
交
流

ヴ
ィ
ラ
高
橋
邸
」
と
し
て
文
化
活
動
施
設
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

（
文
中
敬
称
略
）

著者：長谷川晶一　出版：彩図社

『最弱球団  高橋ユニオンズ青春期』


